
 

 

 

CCP の操作は基本的にマウスまたは、キーボードです。 

インストールするフォルダーは任意ですが、説明の都合上「C:\\CCP」にインス

トールしたとして解説いたします。 

また、「初期設定」以外は、インストール編の各設定が完了している事を前提

とします。 

 なお、本編はかなり詳しく記載していますが、初期設定以外は実際に使って

いただいた方が理解しやすいと思います。操作をしていて不明な点がある場合

は本編を確認してください。 

 

１．起動 

C:\\CCP\FT-817CCP.ttl をダブルクリックしてください。 

２．初期設定 

始めてＣＣＰを起動すると初期設定（図１）が表示されます。 

 

（図１）初期設定 

① 「OK」クリック。 

② COM ポート番号を選択→「OK」をクリック 

③ 通信速度を選択→「OK」をクリック 

④ コンソールは「非表示」を選択→「OK」をクリック 

⑤ 画面サイズに合わせ「解像度」を選択→「OK」をクリック。 

⑥ 画面サイズが決まったら「はい」をクリック 

⑦ メニュー表示位置→「キャンセル」をクリック 

⑧ 「設定ファイルを保存しますか？」→「はい」をクリック 

（注）設定ファイルを保存しない場合は、毎回この操作が必要です。 
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３．CCP のメニュー階層 

初期設定が完了するとメイン画面（図２）を表示します。 

 

（図２）メイン画面 

メニューは、階層構想（図３）になっていて、リストの 1 つを選択し OK をク

リックするサブメニューに移動します 

 

（図３）メニューツリー 



４． 操作の基本 

各メニューの操作は（表１）のとおり統一しています。マウス操作だけで 

はなく、ショートカットキーも使えます。 

操作・機能 マウス操作 ショートカットキー 

決定 OK Enter 

取消・戻る キャンセル Esc 

メニュー選択 クリック ↑/↓/PageUp/PageDown/Tab 

（表１）オペレーション操作一覧 

５． 「BAND/MODE/HOME/VFO」 

５.１ BAND 

アマチュア無線の BAND 切り替えを行います。周波数とモードは固定です。 

周波数 MODE 周波数 MODE 

1.810MHz CW 21.150MHz USB 

3.534MHz CW 24.930MHz USB 

7.045MHz LSB 28.200MHz USB 

10.100MHz CW 51.000MHz FM 

14.100MHz USB 145.000MHz FM 

18.110MHz USB 433.000MHz FM 

（表２）BAND 一覧 

５.２ MODE 

電波形式を変更することができます。ただし、WFM は「FM 放送」専用のため

指定できません。 

FM/AM/LSB/USB/CW/CWR/DIG/PKT 

（注）CW/CWR に切り替えた場合、ピッチ周波数の関係で周波数が変わる事

があります。（本体マニュアル p27 参照） 



５.３ UP/DOWN 

DIAL と SEL を合わせ機能です。 

STEP の値は、モードごとに異なります。 

MODE UP/DOWN の STEP 値（±Hz） 

LSB、USB、CW、CWR、DIG 10 100 1.0K 2.5K 5.0K 10.0K 

AM、FM、PKT 1K 10K 20K 50K 100K 1.0M 

WFM（FM 放送専用） 50K 100K 200K 1.0M 5.0M 10.0M 

（表３）MODE 別 UP/DOWN の STEP 値 

５.４ HOME 

28MHz 帯から 430MHz 帯の呼び出し周波数に切り替えます。 

だだし、本体の HOME 機能ではなく VFO を切り替えます。 

周波数 MODE 

28.305MHz AM 

29.30MHz FM 

51.00MHz FM 

145.00MHz FM 

433.00MHz FM 

   （表４）HOME 一覧 

５.５ VFO A/B 

VFO-A と VFO-B を切り替えます。（本体の機能と同じ） 



６． 固定チャンネル（合計 270 チャンネル） 

FM 及び AM の代表的なチャンネルの一覧 

（注）430MHz レピータ、AIR-BAND は必要に応じて変更してください。 

 

周波数帯 MODE チャンネル数 

28MHz AM 13 

29MHz FM 15 

50MHz FM 49 

144MHz FM 41 

430MHz FM 50 

430MHz レピータ FM 50 

AIR-BAND AM 50 

（表５）チャンネル 

 

７．メモリー（合計 200 チャンネル） 

Ａ～Ｊグループ（10 グループ）×20 チャンネルが使用可能です。 

グループ名や各チャンネルは編集が可能設定です。 

 

グループ グループ名 グループ グループ名 

メモリーＡ ３．５ＭＨｚ帯 メモリーＦ ５０ＭＨｚ帯 

メモリーＢ ７ＭＨｚ帯 メモリーＧ １４４ＭＨｚ帯 

メモリーＣ １４ＭＨｚ帯 メモリーＨ ４３０ＭＨｚ帯 

メモリーＤ ２１ＭＨｚ帯 メモリーＩ ＦＭ放送 

メモリーＥ ２８ＭＨｚ帯 メモリーＪ ＡＭ放送 

（表６）メモリーの初期設定値 



８． ダイレクト入力 

８.１キーボード入力 

キーボードから、直接周波数およびモードを指定できます。 

【書式】[周波数][,モード] [コメント] 

周波数：MHz 単位で指定します。 

モード：必ず,(カンマ)を入れてください。 

,FM ,AM ,LSB ,USB ,CW ,CWR ,DIG ,PKT 

コメント： コメントの前に必ず半角スペースを１文字以上いれてください。 

     （漢字については半角スペースを省略可能） 

（注）周波数又はモードを省略可能。全て省略した場合は終了 

 コマンド 内容 

例１ 7.010,CW 7.010MHz の CW モード 

例 2 145.2 145.0MHz モード変更なし 

例 3 ,FM FM モード 周波数変更なし 

例 4 7.010,CW 連絡用 内容は例１と同じ 

例 5 連絡用 周波数やモードの指定がないため、 

エラー（図４）となります。 

（表７）ダイレクト入力の例 

 

（図４）エラー画面 

８.２ コピー＆ペースト 

SNS やテキストからのコピー＆ペーストができます。 

                 

（図５）ダイレクト入力 

今から 7.060 に出ます。 

SNS などのテキスト 



９． 環境設定 

環境設定はＣＣＰとの通信設定や各種パラメータを設定します。 

初期設定を変更して保存することも出来ます。 

 

９.１ 本体情報表示 

FT-817 本体の「周波数」、「MODE」、「信号強度」をステータス画面に表示する 

機能。 

ただし、本体側で操作を行った場合は表示が反映されない場合があります。 

なお、設定を ON にすると反応が少し遅くなります。（0.5 秒程度） 

設定 動作 

表示 OFF ステータス画面を消去します。 

表示 ON ステータス画面を表示します。ステータス画面は CCP の画面

に隠れてしまうので、ステータス画面を、メニュー画面と 

重ならない位置に移動してください。 

（表８）本体情報表示 

 

（図６）ステータス画面 

９.２ LOCK ON/OFF 

本体の LOCK を ON/OFF する機能。 

LOCK は“32 LOCK MODE” （本体マニュアル p21 参照）で変更できます。 

設定 LOCK MODE 動作 

LOCK OFF - LOCK を解除します。CCP と本体の DIAL や SEL と

併用できます。（後発優先） 

DIAL DIAL のみが LOCK します。 

FREQ 周波数に関するツマミとスイッチが LOCK しま

す。周波数の操作は CCP のみとなります。 

LOCK ON 

PANEL PWR、LOCK、AF、SQL/RF、（F長押し）以外を LOCK

します。周波数の操作は CCP のみとなります。 

（表９）LOCK ON/OFF 設定 



（注）F長押しはマニュアル記載がありませんが動作しました。 

９.３ OFF-BAND 警報 

指定した周波数が（表１１）の範囲を超えた場合に警報を表示する機能。 

OFF-BAND 警報画面で「はい」をクリックすると処理を中止します。 

「いいえ」をクリックすると警報を無視して、指定周波数に変わります。 

              

             （図７）OFF-BAND 警報 

 

設定 動作 

警報 OFF 警報を表示しません。 

警報 ON 表１１の範囲を超えた場合、警報を表示します。 

（表１０）OFF-BAND 警報設定 

 

周波数 概要 周波数 概要 

1.810～1.825 1.8MHz 帯 14.000～14.350 14MHz 

1.9075～1.9125 1.9MHz 帯 18.068～18.168 18MHz 

3.500～3.575 21.000～21.450 21MHz 

3.599～3.612 24.890～24.990 24MHz 

3.690～3.687 

3.5MHz 帯 

28.000～29.700 28MHz 

3.702～3716 50.000～54.000 50MHz 

3.745～3.770 144.000～146.000 144MHz 

3.791～3.805 

3.8MHz 帯 

430.000～440.000 430MKz 

7.000～7.200 7MHz 帯 0.100～1.620 ＡＭ放送 

10.100～10.150 10MHz 帯 76.000～137.000 ＦＭ放送 

AIR-BAND 

（表１１）OFF バンド対象外 

（注）VFO が設定可能な周波数外を指定した場合、（図４）のエラーが出ます。 

 

 

 



 

９.４ 電源 ON 

 本体の電源を ON にします。電源 OFF は、内蔵電源の場合故障の原因となるた

めサポートしていません。 

 

９.５ メニュー表示設定 

画面の解像度やメニューの表示位置を設定します。 

表１２に示す解像度をサポートします。該当ない場合は類似するサイズを指定

して下さい。SVGA 以下および FHD 以上のサイズはサポート対象外です。 

画面モード 解像度 画面モード 解像度 

SVGA 800X600 SXGA 1280X1024 

XGA 1024X768 FWXGA 1366X768 

HD 1280X720 FHD 1920X1080 

WXGA 1280X768   

（表１２）画面サイズ 

設定手順 

①画面サイズを選択し、OK をクリックすると指定した画面サイズに合わせた右

下の位置に（図８）の画面が３秒間表示されます。指定した画面サイズが実際

の画面より大きい場合は表示されません。 

 

（図８）確認画面 

②画面サイズが、良い場合は「はい」をクリックしてください。「いいえ」をク

リックした場合は画面サイズの選択に戻ります。 

 



（図９）表示位置設定画面 

【重要】確認画面が表示されなかった場合は、絶対に「はい」をクリックしな

いでください。以降のメニューが表示されなくなります。もし、押してしまっ

た場合は、タスクマネージャで tera term のプロセスを停止するか、PC を再起

動してください。 

③メニュー表示位置の設定画面がでます。位置を変更したい場合は、選択後に

「OK」をクリックしてください。現在表示されている位置で良い場合は、 

「キャンセル」をクリックして設定を完了してください。 

 

（図１０）画面表示位置 

９.６ 接続確認 

通信設定（主に COM ポート番号や通信速度に確認）が正しいか確認します。 

動作は、VFO を２度切り替えます。切替は本体の画面で確認してください。 

 VFO の切り替えが起こらない場合は、通信設定の誤りやケーブルの接続に問題 

が無いか確認してください。 

 

９.７ 通信設定・設定保存 

このメニューはサブメニューがあります。 

９.７.１ COM ポート 

ＵＳＢドライバーのインストールや COM ポート仮想化ツール（ＶＳＰＥ等）で

設定したＣＯＭポート番号を設定してください。 

９.７.２ 通信速度 

本体のＦ長押し→「14 ＣＡＴ ＲＡＴＥ」で表示された値を選択してください。

4800/9600/38400 から選択 



 

９.７.３ コンソール表示 

デバック画面をＯＮ／ＯＦＦする設定です。ここでの設定はフラグだけですの

で、実際に画面を表示する場合は、7.6.4 の再設定を実施してください。 

９.７.４ 再接続実行 

9.7.1 ＣＯＭポート、9.7.1 通信速度、9.7.3 コンソール表示を直ちに有効にす

る場合は再接続を実施してください。 

９.７.５ 設定保存 

以下の設定を初期設定ファイル（C:\\CCP\CCP.TXT）に保存します。 

再起動した場合は、この設定に従い動作します。もし、設定を変更したい場合

は各設定を変更後に保存してください。 

 

項目番号 設定内容 保存されるデータ 

画面解像度 画面の幅 

画面の高さ 

9.5 

メニュー表示位置 画面の位置 

（左上、右上、左下、右下） 

9.7.1 ＣＯＭポート ＣＯＭポート番号（1～10） 

9.7.2 通信速度 通信速度（9600/4800/38600） 

9.7.3 コンソール表示 表示のＯＮ/ＯＦＦ 

（表１３）初期設定ファイル 

１０．終了 

終了を選択すると、確認画面を表示します。「はい」を選択するとＣＣＰを終了

します。「いいえ」を選択するとメイン画面（図２）に戻ります。またメイン画

面のトップで「キャンセル」をクリックしても終了することができます。 

 

（図１１）終了確認 

以上 


